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本日のプログラム 

2018-2019年度クラブ方針 

 Take Action and Enjoy! 
   行動を起こそう！そして楽しもう！    

次回のお知らせ 

 

（上野山(栄)会長） 

「米山親善大使」 

 本日は公益財団法人

ロータリー米山記念奨学

会の元事務局長で坂下

博康様に東京からお越し

いただきました。昨晩は小

宴を開かせていただきま

した。ご参加皆様には坂

下様との良い出会いで

あったと思っています。後

ほど卓話を楽しみにして

おります。 

 さて、本日は新しい「よねやま親善大使」の紹介をさせて

頂きたいと思います。成川直前会長は現在も米山記念奨

学会の評議員と米山梅吉記念館の理事をお勤め頂いて

いる関係で米山奨学生とも交流が深く、今年の6月、成川

年度の最終例会に於いても第2代米山親善大使の千咏

（ウ エイ）さんが卓話に招聘されていたことは記憶に新しい

と思います。そして、今年の7月から入れ替わりで新たに第

3代の大使が3名選ばれました。（これについては当クラブ

の董涛くんも立候補したのですが

残念ながら選ばれなかったです。） 

 成川直前会長は、その3名の中

の韓国の「イヨンエ」さんを知ってい

ると先日お話がありました。どうし

て？と聞いてみると、イヨンエさん

は2007年4月の国際ロータリー会

長代理で韓国「テグ」の地区大会

へ行った時に通訳してくれた学生

さんだったそうです。今年の9月15

日の米山梅吉記念館の秋季例祭

開 催 日 

THE ROTARY CLUB OF ARIDA 

 

前回の報告（第２８８９回例会） 

平成３０年１０月１８日(木）  

（上野山（栄）会長） 

 

（石垣（泰）親睦活動委員長） 

ゲスト：坂下 博康 様（東京北ＲＣ） 

    （財）ロータリー米山記念奨学会 前 事務局長 

 

 

 

 

 

  平成３０年１０月２５日 第２８９０回 

・外部卓話：山本 琢哉 氏（クロノ代表） 

 「クリエイティブに地域の魅力を発信する」 

・ソング：「我等の生業」 

  平成３０年１１月８日 第２８９１回 

・外部卓話：中野 均 氏(2640地区ガバナーエレクト・ 

 前地区Ｒ財団委員長)「ロータリー財団各種補助金」 

・ソング：「君が代」「奉仕の理想」 

１ 

点  鐘 

開催日 

２８８９ Nｏ． 

べネファクターの認証の表彰式 

米山功労者表彰 

会長の時間  

島 海碩 書 

ゲストの紹介 

担当：菅原委員長・丸山委員 

上野山栄作君に

ロータリー財団よ

りべネファクター

の認証状とバッジ

が 届 き ま し た の

で、松 村 ロ ー タ

リー財団委員長よ

り 表 彰 さ れ ま し

た。 

上 野 山栄 作君に

米山記念奨学会よ

り第１回米山功労

者感謝状が届きま

したので、丸山米

山記念奨学委員

長より授与されまし

た。 



２ 

経済と地域社会の発展月間／米山月間 

（松村ＳＡＡ） 

上野山(栄)君：東京北ロータリークラブ 元ロータリー米

山記念奨学会事務局長 坂下博康様、本日は有田

ロータリークラブにお越し下さいまして誠に有難うござ

います。 

嶋田(崇)君：坂下博康様、今日は宜しくお願いします。 

脇村君：坂下さん、本日の卓話よろしくお願いします。楽

しみにしています。 

宮井君：坂下米山記念奨学会 前 事務局長様、ご多忙

の中お出でいただきご苦労さまです。勉強させていた

だきます。 

橋爪(正)君：坂下博康様、遠路わざわざお越し下さいま

してありがとうございます。 

上野山(英)君：坂下博康様、有田ＲＣへのご来訪有難う

ございます。 

川口君：坂下博康様、ようこそ有田ＲＣへ。本日の卓話宜

しくお願いします。勉強させて頂きます。 

井上君：坂下さん、本日の卓話、よろしくお願いします。 

石垣(泰)君：（財）ロータリー米山記念奨学会前事務局長

坂下博康様、遠方からの来所ご苦労様です。本日の

卓話宜しくお願いします。楽しみにしております。 

上野山(捷)君：坂下博康様、本日の卓話よろしくお願い

致します。 

橋本君：坂下様、本日はようこそ有田ＲＣへ。本日の卓話

よろしくお願いします。 

木本君：坂下博康様、ようこそ有田ロータリークラブへ。

本日の卓話宜しくお願い致します。 

丸山君：坂下様、昨日は楽しかったです。本日の卓話は

米山事業のことなので勉強させていただきます。 

児島君：坂下さま、ようこそ有田へ。 

中元君：坂下さま、ようこそ有田ＲＣへ。本日の卓話楽し

みです。 

橋爪(誠)君：坂下様、本日は遠い所までお越し頂きあり

がとうございます。卓話、勉強させて頂きます。よろしく

お願い致します。 

嶋田(ひ)君：坂下博康様、本日は有田ロータリークラブへ

ようこそお越し下さいました。 

岩本君：坂下先生、遠路御苦労様です。本日は米山記

念奨学事業について勉強させていただきます。 

原君：坂下さん、卓話よろしくお願いします。 

松村君：坂下様、卓話楽しみにしています。 

 

 

 

「米山記念奨学事業とは？」 

の講演会で、一つ前の席におられ、隣の席の渡邉米山

事務局長から米山親善大使と紹介されたので挨拶した

ら、「地区大会でお会いしました」と言われたらしく、「私は

通訳をしました」と覚えてくれていたそうです。とても奇遇

であったとのことでした。その話を聞きまして、興味深かっ

たので新しい親善大使の紹介ビデオを取り寄せましたの

でご覧ください。 

『ビデオ上映（5分）』 

 札 幌 幌 南（こ う な

ん）Ｒ Ｃ（第 2510 地

区）の米山記念奨学

生 に な り、卒 業 後、

北海学園大学の非

常勤講師を務めなが

ら通訳として北海道

地区（2510地区）と韓国の3700地区の架け橋を務めてい

たわけです。札幌幌南ライラックロータリー衛生クラブの

創立メンバーであるということも興味深いです。正にその

架け橋が成川直前会長とのご縁であったのですから、

先々当クラブへお越しいただける機会もあるのではない

かと楽しみです。 

 

 

 

（嶋田(崇)幹事） 

１．昨日､10月17日に本日の卓

話講師の坂下博康さんの歓

迎会を「橘家」で開催致しま

した｡参加された会員の皆様

ご苦労様でした｡ 

２．２018～2019年度 ガバナー

エレクト事務所開設のお知

らせが来ています｡当クラブ

の橋本会長エレクトに事務

局からお知らせしています｡ 

３．「ハイライトよねやま」が届いています｡丸山米山委員

長に事務局からお知らせしています｡ 

 

 

 

＊米山記念奨学会委員会（丸山委員長） 

 成川(守)君、宮井君、松村君より、特別寄付をいただき

ました。 

 

 

（木本例会運営委員長） 

本日の会員数３１名  

  （出席規定免除会員９名） 

出席会員数２４名 

  （出席規定免除会員６名）  

        ８５．７１％ 

10/4     ９３．１０％  

ＭＵ：嶋田（ひ）君 

 

 

 幹事報告  

 卓 話 

委員会報告 

出 席 報 告              

ニコニコ箱の報告 

 

 坂下 博康 様 

     （東京北ＲＣ） 

  

（財）ロータリー米山記念奨

学会 前 事務局長 



 ロータリー米山記念奨学とは何か？歴史、制度や寄付

に関する税制優遇などをご説明し、理解を深めて頂き、

皆さんにこの事業に参加して欲しいと思います。 

 世話クラブとカウンセラー制度という大きな特徴を持っ

ていますが、前者は1959年、後者は1971年にロータリア

ンが発明したもので、まさに日本のロータリアン手作りの

奉仕事業です。財団法人という形を取り、事務局もありま

すが、奨学事業の主体はあくまでもロータリアンと各クラ

ブです。また、奨学金というと困っている貧しい学生にお

金をあげて終わりという面がありますが、米山記念奨学事

業はロータリー精神に基づく人づくりを目指します。この

ことはしっかりと覚えておいてください。もう一つの特徴は

「一意専心」ということであります。最初の奨学生を迎えて

から64年、財団法人になってから51年、その間様々な議

論はありましたが、ひたすら外国人留学生の支援だけに

徹しています。数年前の理事会で、日本人学生支援にも

取り組むべきとの声が出た時に、当時の板橋理事長が宣

言した言葉です。 

 米山記念という名前ですが、米山さんはこの事業を知り

ません。記念たる所以です。米山さんの没後、1952年当

時の東京ロータリークラブの会長古澤丈作さん（大連宣

言の起草者）が提唱してクラブの事業として始まりまし

た。その後ロータリーの拡大に伴い、全国組織となりまし

たが、その際のトピックスとして、「四つのテスト」のハー

バートテーラー氏がこの事業を賞賛したことがあります。

さらに全地区の支援を得て財団法人、公益財団法人とな

りました。 

 これまでに127の国地域から2万人を超える留学生を支

援し、育ててきました。また、ロータリアンからのご意見や

公益認定の要件を満たすために、財団の理事会、評議

員会で制度の見直しをおこない「海外応募者対象」制度

を創設したり、全国統一の採用基準を定めて透明性を高

めています。 

 この事業の成果である米山学友は全世界で活躍してい

ますが、各地で学友会を組織し、奉仕活動を展開してい

ます。是非学友との交流をお願いします。この事業の理

解を深め、世話クラブとなり、またカウンセラーとなって、

ロータリー精神に基づく奉仕に取り組んでください。因み

に頂いたご寄付は奨学事業に使われますし、税制優遇

もありますのでご利用ください。 

３ 

経済と地域社会の発展月間／米山月間 

閉会・点鐘 （上野山(栄）会長） 

日程 １１月の例会プログラム 

1１/１(木) 休 会 

1１/８(木) 

外部卓話：中野 均 氏 

（2640地区ガバナーエレクト・

前 地区Ｒ財団委員長） 

「ロータリー財団各種補助金」 

11/15(木) 

外部卓話：楠部 睦美 氏 

      （有田川女子会） 

「女性も楽しくまちづくりに」 

11/22木) 休 会 

11/29(木) 
ミャンマーでの国際奉仕事業の報

告 

 


